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(57)【要約】
【課題】コストを抑えつつ耐食性に優れた端子付き電線
を提供すること。
【解決手段】アルミニウムまたはアルミニウム合金から
なる芯線１１を被覆１２で覆った電線１０と、芯線１１
を露出させた電線１０の端部に圧着接続された銅または
銅合金からなる端子金具２０と、を備えた端子付き電線
１であって、端子金具２０は、芯線１１が露出された電
線１０の端部に加締められ、芯線１１の先端から被覆１
２の一部にわたる周囲を覆うように、端部同士が重ね合
わされる一対の圧着片４２を有し、少なくとも圧着片４
２は、表裏面及び側面が、防食めっき層５０によって覆
われている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルミニウムまたはアルミニウム合金からなる芯線を被覆で覆った電線と、前記芯線を
露出させた前記電線の端部に圧着接続された銅または銅合金からなる端子金具と、を備え
た端子付き電線であって、
　前記端子金具は、
　前記芯線が露出された前記電線の端部に対して、前記芯線の先端から前記被覆の一部に
わたる周囲を覆うように、端部同士が重ね合わされて加締められる一対の圧着片を有し、
　少なくとも前記圧着片は、表裏面及び側面が防食めっき層によって覆われている、
　ことを特徴とする端子付き電線。
【請求項２】
　前記防食めっき層は、錫めっき層である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の端子付き電線。
【請求項３】
　前記端子金具には、前記芯線に圧着される箇所に、前記電線の長手方向に沿って前記電
線側へ突出する突条部が形成されている、
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の端子付き電線。
【請求項４】
　前記端子金具には、前記芯線に圧着される箇所及び前記被覆に圧着される箇所に、前記
電線の長手方向と直交する方向に沿って前記電線側へ突出する突条部が形成されている、
　ことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の端子付き電線。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端部に端子金具が接続された端子付き電線に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、車両に配索されるワイヤハーネスには、軽量化のために、アルミニウムやアル
ミニウム合金からなる芯線を有する電線に、銅や銅合金からなる端子金具を圧着接続した
端子付き電線が使用されている。ところで、この端子付き電線では、異種金属である電線
の芯線と端子金具との間で付着した水が電解液となってガルバニック腐食が生じるおそれ
がある。
【０００３】
　このため、端子金具の電線への圧着部分における表面にめっき層や絶縁被膜を形成し、
腐食を抑制することが行われている（例えば、特許文献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－１２７９０７号公報
【特許文献２】特開２０１３－２１８８６６号公報
【特許文献３】特開２０１３－１８２８６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記の端子付き電線では、端子金具における芯線の圧着箇所と被覆部分
の圧着箇所との間から芯線内へ水が侵入し、芯線の腐食を招くおそれがある。このため、
コストを抑えつつさらなる耐食性の向上が望まれている。
【０００６】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、コストを抑えつつ
耐食性に優れた端子付き電線を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述した目的を達成するために、本発明に係る端子付き電線は、下記（１）～（４）を
特徴としている。
（１）　アルミニウムまたはアルミニウム合金からなる芯線を被覆で覆った電線と、前記
芯線を露出させた前記電線の端部に圧着接続された銅または銅合金からなる端子金具と、
を備えた端子付き電線であって、
　前記端子金具は、
　前記芯線が露出された前記電線の端部に対して、前記芯線の先端から前記被覆の一部に
わたる周囲を覆うように、端部同士が重ね合わされて加締められる一対の圧着片を有し、
　少なくとも前記圧着片は、表裏面及び側面が防食めっき層によって覆われている、
　ことを特徴とする端子付き電線。
（２）　前記防食めっき層は、錫めっき層である、
　ことを特徴とする（１）に記載の端子付き電線。
（３）　前記端子金具には、前記芯線に圧着される箇所に、前記電線の長手方向に沿って
前記電線側へ突出する突条部が形成されている、
　ことを特徴とする（１）または（２）に記載の端子付き電線。
（４）　前記端子金具には、前記芯線に圧着される箇所及び前記被覆に圧着される箇所に
、前記電線の長手方向と直交する方向に沿って前記電線側へ突出する突条部が形成されて
いる、
　ことを特徴とする（１）から（３）のいずれか１つに記載の端子付き電線。
【０００８】
　上記（１）の構成の端子付き電線では、芯線の先端から被覆の一部にわたる周囲が、端
部同士が重なり合わされる一対の圧着片によって覆われている。したがって、芯線と被覆
との境界部分への水の侵入を抑えることができる。また、圧着片の表裏面及び側面が、防
食めっき層によって覆われているので、芯線と端子金具との間でのガルバニック腐食の発
生を抑制できる。したがって、コストを抑えつつ、アルミニウムまたはアルミニウム合金
からなる電線の芯線の耐食性を高めることができ、電線と端子金具との接続の信頼性を高
めることができる。
　上記（２）の構成の端子付き電線では、端子金具に対して防食めっき層として錫めっき
層を形成することで、芯線と端子金具との間でのガルバニック腐食の発生を容易に抑制で
きる。
　上記（３）の構成の端子付き電線では、突条部が芯線に対して長手方向に沿って押圧す
ることで、圧着片による芯線の圧着強度を長手方向に沿って高めることができる。これに
より、芯線内への水の侵入を抑制して耐食性をさらに高めることができる。
　上記（４）の構成の端子付き電線では、芯線及び被覆に対して突条部がそれぞれ周方向
に食い込むことで、芯線との圧着強度及び被覆との圧着強度がさらに高められる。これに
より、芯線の圧着箇所への水の侵入を抑制して耐食性をさらに高めることができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、コストを抑えつつ耐食性に優れた端子付き電線を提供できる。
【００１０】
　以上、本発明について簡潔に説明した。更に、以下に説明される発明を実施するための
形態（以下、「実施形態」という。）を添付の図面を参照して通読することにより、本発
明の詳細は更に明確化されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本実施形態に係る端子付き電線の斜視図である。
【図２】図２は、本実施形態に係る端子付き電線の端子金具における断面図である。
【図３】図３は、打ち抜き加工後の連鎖状の端子金具の平面図である。
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【図４】図４は、めっき処理後の連鎖状の端子金具の平面図である。
【図５】図５は、参考例に係る端子付き電線の端子金具における断面図である。
【図６】図６は、参考例に係る端子付き電線の芯線の先端部分における概略断面図である
。
【図７】図７は、参考例に係る端子付き電線の芯線と被覆との境界部分における概略断面
図である。
【図８】図８は、本実施形態に係る端子付き電線の芯線の先端部分における概略断面図で
ある。
【図９】図９は、変形例を説明する端子金具の芯線の先端部分における断面図である。
【図１０】図１０は、他の変形例を説明する図であって、図１０（ａ）は端子金具の導体
圧着部における軸方向と直交する方向の断面図であり、図１０（ｂ）は図１０（ａ）にお
けるＡ－Ａ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る実施の形態の例を、図面を参照して説明する。
　図１は、本実施形態に係る端子付き電線の斜視図である。図２は、本実施形態に係る端
子付き電線の端子金具における断面図である。
　図１及び図２に示すように、本実施形態に係る端子付き電線１は、電線１０と、端子金
具２０とを備えている。電線１０には、その端部に端子金具２０が圧着されて電気的に接
続されている。端子付き電線１は、例えば、自動車等の車両に配索されるワイヤハーネス
を構成する。
【００１３】
　電線１０は、芯線１１と、この芯線１１を覆う樹脂からなる被覆１２とを有した絶縁電
線である。芯線１１は、アルミニウムまたはアルミニウム合金からなるもので、複数の素
線を撚り合わせて構成されている。このように、電線１０の芯線１１をアルミニウムまた
はアルミニウム合金で構成することで、端子付き電線１が軽量化され、この端子付き電線
１から構成されるワイヤハーネスの軽量化が図られる。軽量化された端子付き電線１は、
特に電気自動車やハイブリット自動車などのワイヤハーネスが多用される車両に用いて好
適である。
【００１４】
　端子金具２０は、前部に電気接続部３１を有し、後部に電線接続部４１を有している。
電気接続部３１と電線接続部４１とは、連結部３５によって互いに繋がっている。
【００１５】
　図３は、打ち抜き加工後の連鎖状の端子金具の平面図である。図４は、めっき処理後の
連鎖状の端子金具の平面図である。
　図３に示すように、端子金具２０は、金属板に対してプレス加工（打ち抜き加工及び曲
げ加工）を施すことで形成されたものである。端子金具２０は、アルミニウムまたはアル
ミニウム合金からなる電線１０の芯線１１と異なる金属材料から形成されている。具体的
には、端子金具２０は、銅または銅合金等からなる金属板を母材として形成されている。
端子金具２０は、帯状のキャリア２１に連結されて連鎖状に連なった状態に打ち抜き加工
される。そして、電線１０に対して圧着固定される際に、キャリア２１との連結箇所２１
ａで切断されてキャリア２１から分離される。
【００１６】
　端子金具２０は、プレス加工によって打ち抜いた後、図４に示すように、電線１０への
圧着前に、防食のためのめっき処理が施されている。本例では、電線１０への圧着前の端
子金具２０に、錫（Ｓｎ）によるめっき処理が施されている。これにより、端子金具２０
には、表裏面及びプレス加工で形成された切断面からなる側面を覆うように、錫めっき層
５０が設けられている。
【００１７】
　電気接続部３１は、先端部が開口された筒状に形成されており、この電気接続部３１に
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は、開口部分に接続相手の端子金具が挿し込まれて電気的に接続される。
【００１８】
　電線接続部４１は、電線１０の端部に圧着されて電気的に接続される。電線接続部４１
は、一対の圧着片４２を有している。それぞれ圧着片４２は、前側が導体圧着部４５とさ
れ、後側が被覆圧着部４６とされている。また、圧着片４２は、導体圧着部４５と被覆圧
着部４６との間が繋ぎ部４７とされている。電線接続部４１は、一方の面である上面側が
、電線１０の端部が配置される載置面４１ａとされており、圧着片４２は、載置面４１ａ
に電線１０の端部を配置させた状態で、電線１０の端部を包み込むように曲げられる。こ
れにより、圧着片４２は、それぞれの端部が互いに重なり合うように加締められて電線１
０の端部に圧着される。
【００１９】
　また、電線接続部４１には、押圧突条部５１（突条部）、前方突条部５２（突条部）及
び後方突条部５３（突条部）が形成されている。押圧突条部５１は、電線接続部４１の幅
方向の略中央に設けられており、電線１０の長手方向に沿って形成されている。前方突条
部５２は、電線接続部４１の前側に設けられており、後方突条部５３は、電線接続部４１
の後側に設けられている。前方突条部５２及び後方突条部５３は、いずれも電線接続部４
１の幅方向に沿って形成されている。これらの押圧突条部５１、前方突条部５２及び後方
突条部５３は、いずれも電線１０の端部が載置される載置面４１ａから電線１０側である
内側へ突出されている。
【００２０】
　さらに、電線接続部４１には、載置面４１ａである内面に、複数の穴部を有するセレー
ション５５が形成されている。
【００２１】
　端子金具２０の電線接続部４１は、圧着片４２を加締めることで、電線１０の端部に圧
着接続される。具体的には、芯線１１を露出させた電線１０の端部を、電線接続部４１の
載置面４１ａに配置させた状態で、電線１０の端部を包み込むように圧着片４２を曲げ、
それぞれの端部が互いに重なり合うように加締める。このようにすると、圧着片４２は、
導体圧着部４５が電線１０の芯線１１を覆うように圧着され、被覆圧着部４６が電線１０
の被覆１２を覆うように圧着され、さらに、繋ぎ部４７が電線１０の芯線１１と被覆１２
との境界部分を覆うように圧着される。また、電線１０は、その芯線１１の先端よりも前
方側に導体圧着部４５が被せられた状態となる。これにより、電線１０は、芯線１１の先
端から被覆１２の一部にわたる全体が電線接続部４１によって覆われた状態とされる。
【００２２】
　また、電線接続部４１の圧着片４２を電線１０の端部に圧着させると、電線１０の芯線
１１に対して押圧突条部５１が電線１０の長手方向に沿って押圧することで、圧着片４２
の導体圧着部４５による芯線１１の圧着強度が長手方向に沿って高められる。また、電線
１０の芯線１１の先端近傍部分では、圧着片４２を加締めることで、前方突条部５２が芯
線１１に周方向へ食い込むこととなり、芯線１１の先端近傍における圧着強度がさらに高
められる。これにより、電線接続部４１の前方側から芯線１１内への水の侵入が抑制され
る。さらに、電線１０の被覆１２部分では、後方突条部５３が被覆１２に周方向へ食い込
むこととなり、被覆１２における圧着強度が高められる。これにより、電線接続部４１の
後方側から被覆圧着部４６と被覆１２との隙間への水の侵入も抑制される。
【００２３】
　また、圧着片４２を電線１０に圧着すると、電線接続部４１の載置面４１ａに形成され
たセレーション５５が芯線１１に食い込む。これにより、芯線１１の表面の酸化被膜が除
去され、電線１０と端子金具２０との良好な導通状態が得られる。
【００２４】
　ここで、参考例に係る端子付き電線について説明する。
　図５は、参考例に係る端子付き電線の端子金具における断面図である。図６は、参考例
に係る端子付き電線の芯線の先端部分における概略断面図である。図７は、参考例に係る
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端子付き電線の芯線と被覆との境界部分における概略断面図である。図８は、本実施形態
に係る端子付き電線の芯線の先端部分における概略断面図である。
【００２５】
　図５に示すように、参考例に係る端子金具１００は、芯線１１を圧着する導体圧着部１
０２と被覆部分を圧着する被覆圧着部１０３とを有しており、これらの導体圧着部１０２
と被覆圧着部１０３とが分離している。また、端子金具１００は、母材である銅または銅
合金の金属板に錫（Ｓｎ）のめっき処理を施した後にプレス加工による切断及び曲げ加工
を行い、その後、電線１０へ圧着している。端子金具１００が圧着接続された電線１０は
、芯線１１と被覆１２との境界部分が露出され、しかも、導体圧着部１０２によって芯線
１１の先端部が覆われずに露出されている。
【００２６】
　このような構造の参考例に係る端子付き電線では、図６に示すように、芯線１１の先端
部分においては、沿面距離Ｌ１が極めて小さい芯線１１と母材とからなる異種金属の近接
部分が形成され、また、図７に示すように、芯線１１の被覆１２との境界部分においても
、沿面距離Ｌ２が極めて小さい芯線１１と母材とからなる異種金属の近接部分が形成され
ることとなる。
【００２７】
　したがって、この参考例では、アルミニウムまたはアルミニウム合金からなる芯線１１
と、銅または銅合金からなる端子金具１００の母材との異種金属部分に水が付着すること
で、ガルバニック腐食が生じるおそれがある。
【００２８】
　これに対して、本実施形態に係る端子付き電線１によれば、芯線１１の先端から被覆１
２の一部にわたる周囲が、端部同士が重なり合わされる一対の圧着片４２によって覆われ
ている。したがって、芯線１１と被覆１２との境界部分への水の侵入を抑えることができ
る。また、図８に示すように、圧着片４２の表裏面及び側面が錫めっき層５０（防食めっ
き層）によって覆われているので、芯線１１と端子金具２０との間でのガルバニック腐食
の発生を抑制できる。したがって、本実施形態に係る端子付き電線１では、コストを抑え
つつ、アルミニウムまたはアルミニウム合金からなる芯線１１の耐食性を高めることがで
き、電線１０と端子金具２０との接続の信頼性を高めることができる。
【００２９】
　また、端子金具２０における芯線１１に圧着される箇所に、電線１０の長手方向に沿っ
て押圧突条部５１が形成されている。したがって、押圧突条部５１が芯線１１に対して長
手方向に沿って押圧することで、圧着片４２による芯線１１の圧着強度を長手方向に沿っ
て高めることができる。これにより、芯線１１内への水の侵入を抑制して耐食性をさらに
高めることができる。
【００３０】
　さらに、端子金具２０における芯線１１に圧着される箇所及び被覆１２に圧着される箇
所に、電線１０の長手方向と直交する方向である幅方向に前方突条部５２及び後方突条部
５３が形成されている。したがって、芯線１１に対して前方突条部５２が周方向に食い込
み、被覆１２に対して後方突条部５３が周方向に食い込むことで、芯線１１との圧着強度
及び被覆１２との圧着強度がさらに高められる。これにより、芯線１１の圧着箇所への水
の侵入を抑制して耐食性をさらに高めることができる。
【００３１】
　尚、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、適宜、変形、改良、等が
可能である。その他、上述した実施形態における各構成要素の材質、形状、寸法、数、配
置箇所、等は本発明を達成できるものであれば任意であり、限定されない。
【００３２】
　例えば、図９に示すように、電線接続部４１の前部において、芯線１１の先端の隙間を
なくすように、圧着片４２を押し潰しても良い。このようにすると、芯線１１の先端の露
出をなくすことができ、耐食性を高めることができる。
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【００３３】
　また、図１０（ａ）及び図１０（ｂ）に示すように、一対の圧着片４２のうちの内側へ
巻き込む一方の圧着片４２における導体圧着部４５の前部に、加締められた際に芯線１１
の先端に入り込む閉塞片４５ａを形成しても良い。このようにすれば、芯線１１の先端側
を閉塞片４５ａによって閉塞して芯線１１の先端の露出をなくすことができ、耐食性を高
めることができる。
【００３４】
　ここで、上述した本発明に係る端子付き電線の実施形態の特徴をそれぞれ以下［１］～
［４］に簡潔に纏めて列記する。
［１］　アルミニウムまたはアルミニウム合金からなる芯線（１１）を被覆（１２）で覆
った電線（１０）と、前記芯線（１１）を露出させた前記電線（１０）の端部に圧着接続
された銅または銅合金からなる端子金具（２０）と、を備えた端子付き電線（１）であっ
て、
　前記端子金具（２０）は、
　前記芯線（１１）が露出された前記電線（１０）の端部に対して、前記芯線（１１）の
先端から前記被覆（１２）の一部にわたる周囲を覆うように、端部同士が重ね合わされて
加締められる一対の圧着片（４２）を有し、
　少なくとも前記圧着片（４２）は、表裏面及び側面が防食めっき層（５０）によって覆
われている、
　ことを特徴とする端子付き電線。
［２］　前記防食めっき層（５０）は、錫めっき層である、
　ことを特徴とする［１］に記載の端子付き電線。
［３］　前記端子金具（２０）には、前記芯線（１１）に圧着される箇所に、前記電線（
１０）の長手方向に沿って前記電線（１０）側へ突出する突条部（押圧突条部５１）が形
成されている、
　ことを特徴とする［１］または［２］に記載の端子付き電線。
［４］　前記端子金具（２０）には、前記芯線（１１）に圧着される箇所及び前記被覆（
１２）に圧着される箇所に、前記電線（１０）の長手方向と直交する方向に沿って前記電
線（１０）側へ突出する突条部（前方突条部５２，後方突条部５３）が形成されている、
　ことを特徴とする［１］から［３］のいずれかに記載の端子付き電線。
【符号の説明】
【００３５】
　１：端子付き電線
１０：電線
１１：芯線
１２：被覆
２０：端子金具
４２：圧着片
５０：錫めっき層（防食めっき層）
５１：押圧突条部（突条部）
５２：前方突条部（突条部）
５３：後方突条部（突条部）
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【図９】 【図１０】
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